
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
「
旧
山
中
正
吉
邸
」
は
、
10
月

18
日
ま
で
入
館
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
月
・
火
曜
日
、
休

日
の
翌
日
、
年
末
年
始
等
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
下

さ
い
。『
近
江
日
野
の
歴
史
』
全
九
巻
は
「
旧
山
中
正
吉
邸
」、

教
育
委
員
会
事
務
局
や
各
公
民
館
に
て
一
冊
四
、〇
〇
〇
円
で

好
評
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

年
か
ら
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
送
話

機
を
組
み
込
み
、
日
本
初
の
卓
上
形
電

話
機
と
し
て
明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
12

月
に
登
場
し
た
の
が
、
デ
ル
ビ
ル
磁
石

式
卓
上
電
話
機
で
し
た
。
こ
の
電
話
機

は
、
当
時
、
電
話
機
の
実
用
性
を
高
め

る
と
同
時
に
、
調
度
品
と
し
て
の
デ
ザ

イ
ン
性
に
も
配
慮
し
た
画
期
的
な
も
の

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
当
機
は
、
甲
乙
２

種
類
発
売
さ
れ
た
う
ち
の
乙
号
で
、
送

話
器
が
ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
の
よ
う
に
筐

き
ょ
う

体た
い

の
上
に
と
び
出
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
裏
面
に
張
ら
れ
た
プ
レ

ー
ト
か
ら
、
明
治
45
・
大
正
元
年
（
１

９
１
２
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
東
京  
沖

電
気
株
式
会
社
製
」
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
時
の
電
話
は
現
在
の
よ
う

に
自
動
で
相
手
に
つ
な
が
る
も
の
で
は

な
く
、
ま
ず
交
換
手
を
呼
び
出
し
、
相

手
方
の
電
話
番
号
を
伝
え
て
つ
な
げ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、

電
話
機
に
は
交
換
手
を
呼
び
出
す
た
め

に
、
磁
石
に
よ
る
手
回
し
式
の
、
発
電

と
同
時
に
呼
出
信
号
の
発
生
を
す
る
装

置
が
取
り
付
け
て
あ
り
ま
し
た
。
余
談

に
な
り
ま
す
が
、
映
画
や
ド
ラ
マ
で
手

廻
し
し
て
呼
び
出
す
シ
ー
ン
を
ご
覧
に

な
っ
た
り
し
て
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
実
は
通
話
を
終
了
し
受

話
器
を
置
い
た
後
に
、
交
換
手
へ
終
了

を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
２
、
３
回
ハ
ン

ド
ル
を
回
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
演
技
は
省
略
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　

な
お
、
当
機
は
本
体
だ
け
で
な
く
、

付
属
す
る
レ
シ
ー
バ
ー
や
木
製
の
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
（
接
続
装
置
）
も
残
っ
て
お
り
、

現
在
、
主
屋
の
電
話
室
で
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
音
機

　
「Grafonola G-208

」

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

蓄
音
機
で
す
。
蓄
音
機
と
は
音
声
再
生

機
（
い
わ
ゆ
る
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
）

近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」　☎�0008

で
、
ゼ
ン
マ
イ
式
の
レ
コ
ー
ド
盤
を
回

転
さ
せ
て
録
音
し
た
音
声
を
再
生
す
る

装
置
の
こ
と
で
す
。
当
機
は
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
社
製
の
も
の
で
、
Ｇ

－

２
０
８
は

シ
リ
ー
ズ
の
普
及
機
に
あ
た
り
、
１
９

３
０
〜
４
０
年
代
に
製
造
さ
れ
ま
し
た
。

筐
体
は
木
製
で
、
化
粧
紙
仕
上
げ
と
な

っ
て
お
り
、
収
納
時
の
大
き
さ
は
幅
約

30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
約
38
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
×
高
さ
約
17
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
す
が
、
重
さ
は
約
７
キ
ロ
グ
ラ

ム
と
見
た
目
よ
り
も
か
な
り
重
さ
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
機
械
も
、
昭
和
の
前
半
を

代
表
す
る
機
種
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
購

入
し
た
山
中
家
の
感
性
が
う
か
が
え
る

品
々
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
あ
っ
た
こ
と
で
、
貴
重

な
歴
史
資
料
と
し
て
み
な
さ
ん
に
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

タイトルの温故知新の文字は、速水建夫さん（深山口）が竹で作られた作品です。

　

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
「
旧
山

中
正
吉
邸
」
が
所
蔵
す
る
山
中
正
吉
家

に
ゆ
か
り
の
品
々
に
は
、
新
旧
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
今
で
は

見
る
こ
と
自
体
珍
し
く
な
っ
た
機
械
が

含
ま
れ
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
例
と
し

て
電
話
機
と
蓄ち

く

音お
ん

機き

を
紹
介
し
ま
す
。

デ
ル
ビ
ル
磁
石
式
乙
号
電
話
機

　

ま
ず
紹
介
す
る
の
は
、
デ
ル
ビ
ル
磁

石
式
卓
上
電
話
機
で
す
。
デ
ル
ビ
ル
と

は
、
送
話
機
の
形
式
名
で
、
高
感
度
の

送
話
機
と
し
て
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
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